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第４期第1段階︓第17回講座 ⼈⼯知能
1⽉11⽇，ジュニアドクター第１段階では第17回⽬の講座として，⼈⼯知能について信州⼤学⼯学部の⾹⼭瑞先⽣と

⼀緒に学びました。
本講座では，AIのひみつと題して，⽇頃⽣活の中で私たち⼈間の⽣活や学習を⽀える⼈⼯知能・AIについて教えてい

ただきました。最初の質問「⼈⼯知能は○○です」では，受講⽣からは“プログラム”，“便利”，“機械”など多種多様な回
答が⾒られ⾮常に興味深かったです。

また，クイックドローやTeachable Machineで⾹⼭先⽣と遊びながら学んでいく活動を通して，⼈⼯知能が出来るこ
とやその処理速度の速さなどに驚きの声が上がっていました。講座の最後には，AI活⽤7原則を確認し正しい使い⽅や知
識を学ぶことで，今後の活動の幅が広がっていきました。

普段何気なくお世話になっている事が，実は⼈⼯知能・AIに⽀えられて成り⽴っていることが新たに発⾒できたので
はないでしょうか。これから発想⼒が豊かな受講⽣の皆さんを⽀えてくれる存在になるかもしれませんね。楽しみです。

第４期第1段階︓第18回講座 AIを作って，問題発⾒・テーマ設定しよう

1⽉18⽇，ジュニアドクター育成塾第1段階では18回⽬の講座として，AIを実際に活⽤し，最終成果発表会に向けた
プロジェクトのテーマ設定を⾏いました。

本講座では，実際に，Teachable Machineを使って，じゃんけんをするプログラムの作成をしました。その後，⾃分
にできることや，好きなこと，⾝の回りの⼈が困っていることから，解決したい問題や，取り組みたいプロジェクトの
テーマを決めました。

ZOOMを接続しながら，ウェブカメラを使⽤することが初めての受講⽣もおり，難しさを感じながらも，お互いに教
え合い，プログラムを完成させることができました。テーマを決める場⾯では，思考ツールを適切に活⽤し，問題を発
⾒することができました。

最終成果発表会に向けて，メンターや仲間とお互いに助けながら，制作を進めてほしいと思います。
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編集後記

第４期第1段階︓最終成果発表会・修了式

最終成果発表会では，受講⽣みなさんの興味・関⼼に基づいた，アイデア満載の成果物が発表されました。
準備の途中で悩むことも多かったのではないでしょうか。その悩みを乗り越えて，頭で考えるだけではなく，
「形」にするところまでできたみなさんには，とても⼤きな問題解決⼒が⾝についています。
社会は問題だらけです。ここでの経験を⽣かして，みなさんの⼒で素晴らしい未来を創ってください︕

最終成果発表会のあとは修了式が⾏われました。修了式では修了証を授与したのち，先⽣や受講⽣から⼀⼈⼀⾔ずつ感
想をいただきました。受講⽣からは「講義を通して，できなかったことができるようになった」「実験が楽しかった。学
校の理科も好きになった」「同世代の⼈たちから刺激を受けた」「他の⼈と協⼒して作品を作ることができて楽しかっ
た」「ジュニアドクターのおかげで，⽬標が達成できた」といった感想が聞かれました。受講⽣のみなさんがジュニアド
クターでの活動を通して成⻑できたこと，そしてそれを実感できていたことがとても嬉しいです。学校の課題や活動で忙
しく，両⽴が難しかった⽅も沢⼭いらっしゃったと思いますが，本当によく頑張りました。お疲れ様︕
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ゴミ分別画像認識
しらかばちゃんAI 坂道安全装置⼿話翻訳AI

⼿話を翻訳してくれるシステム。
ドラマで聴者とろう者が⽂字でコ
ミュニケーションをとるシーンを
みて，作ろうと思ったのだそうで
す。⼈の役に⽴つアイデアと，精
度を上げるために試⾏錯誤をした
過程が⾼く評価されました。

均等キャリキュエータ
いろんなものを分割してくれるシステム。

給⾷の量にばらつきがあったという経験から，
すべてのものを均等に分けることができたら
世の中が平和になる…と思ったそうです。課
題設定の⾯⽩さと，システムの作りこみが⾼
く評価されました。

反対側から⾞が来ることを予告
してくれる装置。この装置があれ
ば，幅が狭く危険な⼭道も，安全
にすれ違うことができます。装置
の完成度だけでなく，模型の美し
さも⾼く評価されました。

危険物ゴミを分別してくれる装
置。カメラにゴミをかざすと，そ
れを認識して，捨てるべきゴミ箱
の蓋を⾃動で開けてくれます。装
置の完成度だけでなく，正確性の
検証や，ユーザーへのアンケート
を⾏った点も⾼く評価されました。
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最終成果発表会が令和5年3⽉5⽇に開催されました。受講⽣のみなさんは，個⼈で製作した作品をオンラインで発表し
合いました。ここでは発表された作品の⼀部を紹介します。

模型が超リアル

い


